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１
月
の
こ
よ
み

14
日
○水

退
職
金
共
済
運
営
委
員
会

（
県
商
工
会
館
）

16
日
○金

正
副
会
長
・
常
任
理
事
会

（
県
商
工
会
館
）

21
〜
23
日

消
費
税
円
滑
化
対
策
研
修
会

（
城
崎
大
会
議
館
ほ
か
）

26
日
○月

第
４
回
理
事
会

（
県
商
工
会
館
）

28
日
○水

事
務
局
連
絡
会（
六
甲
荘
）

主な行事予定『
か
に
料
理
』

山
陰
の
冬
の
味
覚
と
言
え
ば
、
松
葉
ガ
ニ

だ
ろ
う
。
カ
ニ
漁
の
解
禁
は
十
一
月
六
日
で
、

こ
の
日
か
ら
香
住
漁
港
は
一
気
に
活
気
付
い

て
い
く
。
漁
師
の
こ
だ
わ
り
と
、
仲
買
人
の

肥
え
た
目
で
の
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
は
、
海

の
宝
石
に
も
喩
え
ら
れ
よ
う
。
炭
を
使
っ
た

焼
き
ガ
ニ
、
新
鮮
な
身
の
カ
ニ
刺
、
半
生
で

食
べ
る
カ
ニ
し
ゃ
ぶ
…
と
カ
ニ
三
昧
に
耽
る

の
は
最
高
の
贅
沢
か
も
知
れ
な
い
。
外
に
雪

が
舞
い
、
部
屋
で
ふ
つ
ふ
つ
と
煮
え
る
カ
ニ

す
き
を
囲
む
時
、
人
々
の
笑
顔
は
み
ん
な
温

か
く
な
る
。
特
に
甲
羅
に
詰
ま
っ
た
カ
ニ
味

噌
を
肴
に
し
た
熱
燗
は
、
ま
さ
に
至
福
の
瞬

間
。
香
住
町
に
は
、
極
上
の
逸
品
を
提
供
す

る
旅
館
・
民
宿
等
も
多
く
、
カ
ニ
を
と
こ
と

ん
堪
能
出
来
る
町
と
な
っ
て
い
る
。

■
提
供

香
住
町
商
工
会
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▲商工会役員の役割等を研修、今後の商工会運営に危機感を
共有する

▲効果的な研修体係についても協議

県
商
工
会
連
合
会
は
十
月
十
七
日
、

姫
路
市
の「
ホ
テ
ル
オ
ク
ウ
チ
姫
路
」

で
「
商
工
会
理
事
研
修
会
」
を
開
催
、

県
下
か
ら
七
十
四
名
が
参
加
し
た
。

最
初
に
主
催
者
を
代
表
し
て
県
連

合
会
・
田
口
事
務
局
長
が
、
本
年
度
、

県
連
合
会
が
目
標
と
し
て
掲
げ
る

「
七
つ
の
重
点
項
目
」
の
説
明
を
中

心
に
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
県
連
合
会
・
柴
田
副
会

長
が
、「
商
工
会
役
員
の
役
割
等
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
連
合
会

副
会
長
、
津
名
町
商
工
会
会
長
、
ま

た
一
会
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
商

工
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
役
員
の

責
務
や
義
務
等
に
つ
い
て
話
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の

植
松
正
隆
指
導
課
長
が
、「
商
工
会

の
合
併
問
題
等
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
で
展
開
し
て
い
る
商
工

会
の
広
域
連
携
、
合
併
の
動
き
を
中

心
に
、
事
例
を
交
え
つ
つ
説
明
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
例
え

ば
あ
る
県
で
は
、
補
助
事
業
は
全
て

事
業
費
扱
い
と
し
、
そ
れ
ま
で
聖
域

で
あ
っ
た
人
件
費
の
区
分
を
無
く
し

た
。
さ
ら
に
、
事
業
を
第
三
者
機
関

が
評
価
す
る
成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
、

次
年
度
の
補
助
金
は
そ
の
結
果
次
第

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
措
置
が
な
さ

れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
従
来
一
律
で
あ
っ
た

補
助
対
象
職
員
の
設
置
に
つ
い
て
も
、

独
自
の
基
準
を
設
定
す
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
商
工
会
は
、
危
機
感
を
共
有
し

な
が
ら
機
構
改
革
等
の
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
講
演
を
通

じ
、
受
講
者
に
訴
え
た
。

組組
織織
のの
機機
能能
強強
化化

なな
どど
協協
議議

〈
政
策
研
究
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
六
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
、
第
六
回
政

策
研
究
会
を
開
催
し
た
。

当
日
、「
商
工
会
・
県
連
の
機
能

強
化
」「
効
果
的
な
研
修
体
系
の
構

築
」
等
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

協
議
に
先
立
ち
、
県
議
会
の
九
月

定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
「
商

工
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
質
問

が
な
さ
れ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、「
商
工
会
・
県
連
の
機

能
強
化
」
に
つ
い
て
協
議
し
、
出
席

委
員
か
ら
、・
今
後
、
商
工
会
財
政

の
危
機
的
状
況
も
予
想
さ
れ
る
な
か
、

商
工
会
は
、
会
員
に
と
っ
て
真
に
役

立
つ
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
そ
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
努

め
る

・
積
極
的
な
人
事
交
流
を
実

施
す
る

・
創
業
か
ら
廃
業
ま
で
、

商
工
会
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
五
日
の
商
工
会

会
長
・
副
会
長
研
修
会
で
報
告
し
た

「
商
工
会
等
職
員
退
職
金
共
済
制
度

改
正
」「
商
工
会
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
に
係
る
保
証
基
金
額
の
確

保
策
」
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
た
。

各各
種種
支支
援援
策策
をを
検検
討討

〈
商
工
会
合
併
等

問
題
研
究
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
月
三

日
、
お
よ
び
十
一
月
七
日
に
第
七

回
・
第
八
回
の
商
工
会
合
併
等
問
題

研
究
会
を
開
催
し
た
。

二
回
に
わ
た
る
研
究
会
で
の
協
議

を
通
じ
、
商
工
会
合
併
に
必
要
な
支

援
策
に
つ
い
て
論
点
を
絞
っ
て
検
討

し
た
。

論
点
と
し
て
、
補
助
対
象
職
員
の

激
減
緩
和
措
置
の
開
始
時
期
を
、
市

町
合
併
が
行
わ
れ
て
か
ら
と
す
べ
き

か
、
商
工
会
合
併
が
行
わ
れ
て
か
ら

開
始
す
べ
き
か
、な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。

研
究
会
で
は
、
激
減
緩
和
措
置
の

開
始
時
期
を
市
町
合
併
に
合
わ
せ
て

開
始
す
べ
き
と
し
、
商
工
会
の
合
併

を
い
た
ず
ら
に
延
ば
す
べ
き
で
は
な

い
と
の
立
場
に
立
っ
た
。

職
員
設
置
に
関
す
る
支
援
の
他
、

商
工
会
が
合
併
を
契
機
に
機
能
強
化

を
行
う
た
め
の
支
援
策
な
ど
が
協
議

さ
れ
た
が
、
今
後
、
報
告
書
の
成
案

に
向
け
て
は
、
県
下
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
現
状
の
報
告
書
案
を
も
と
に

意
見
調
整
を
行
い
、
再
度
研
究
会
を

開
催
し
、
最
終
的
な
取
り
纏
め
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
創
業
予
定

者
等
に
対
し
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る

支
援
事
業
と
し
て
、
十
月
十
一
、
十

九
、
二
十
五
、
十
一
月
一
、
九
日
の

五
日
間
、
神
戸
国
際
会
館
に
て
、
創

業
等
を
目
指
す
女
性
を
対
象
に
し
た

「
女
性
創
業
塾
」
を
開
催
し
、
経
営

者
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
な
ど
総
勢
三
十
四

名
が
受
講
し
た
。

講
師
は
、
自
ら
も
起
業
し
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
講
師
等
が
、

す
ぐ
に
役
立
つ
実
践
的
、
具
体
的
な

講
義
と
指
導
を
し
た
。

内
容
は
、
基
調
講
演
と
し
て
、
自

分
で
創
業
し
、
今
も
活
躍
の
体
験
談

や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
法
務
・
労

務
の
基
礎
知
識
、
情
報
活
用
法
、
資

金
調
達
・
活
用
方
法
な
ど
を
学
び
、

グ
ル
ー
プ
実
習
で

各
自
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
作
成
し

た
。最

終
日
に
は
、

各
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
グ
ル
ー

プ
内
に
お
い
て
発

表
し
、
代
表
者
を

選
出
。
代
表
者
が

受
講
者
全
員
の
前

で
、
自
分
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
持

ち
時
間
十
分
間
で
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

特
に
グ
ル
ー
プ
実
習
で
は
討
議
が
熱

を
お
び
、
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
も

た
び
た
び
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、

十
七
名
が
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
三
十

時
間
）
を
修
了
し
、
閉
講
し
た
。

▲グループ実習で熱心に討議

▲ビジネスチャンスを支援

▲引き続き諸規程改正について審議

電電
子子
入入
札札
なな
どど
にに
対対
応応

〈
商
工
会
情
報
化

支
援
セ
ミ
ナ
ー
〉

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
三
日
、

神
戸
市
・
六
甲
荘
で
、
商
工
会
情
報

化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
県
下
商
工
会
地
域
か
ら
九
十

七
名
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
電
子
入
札
・

電
子
認
証
等
の
動
き
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
行
政
の
電
子
化
計
画
等
の

動
き
や
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

商
工
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

支
援
す
る
こ
と
が
狙
い
。
先
ず
、
富

士
通
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
の
橋
本
英

明
氏
が
「
電
子
入
札
・
電
子
認
証
へ

の
対
応
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

電
子
政
府
に
お
け
る
商
工
会
の
役
割

か
ら
、
会
員
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

へ
の
対
応
な
ど
を
説
明
。
次
い
で
、

「
兵
庫
県
に
お
け
る
電
子
調
達
シ
ス

テ
ム
の
共
同
化
」
に
つ
い
て
、
県
企

画
管
理
部
企
画
調
整
局
の
西
井
正
和

氏
が
、
電
子
県
庁
の
取
り
組
み
か
ら
、

県
下
市
町
と
共
同
し
た
電
子
自
治
体

の
構
築
へ
の
対
応
、
ま
た
、
今
後
の

展
開
を
説
明
し
た
。

答答
申申
案案
なな
どど
協協
議議

〈
職
員
退
職
金

問
題
小
委
〉

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
月
八

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
第

八
回
商
工
会
職
員
退
職
金
問
題
小
委

員
会
」
を
開
催
し
、
同
委
員
会
委
員

や
県
連
合
会
事
務
局
ら
八
名
が
出
席
。

当
日
の
協
議
事
項
並
び
に
報
告
事

項
は
次
の
と
お
り
。

①
商
工
会
等
職
員
退
職
金
共
済
制
度

答
申
案
に
つ
い
て

②
諸
規
程
改
正
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
に
つ
い
て

報
告
事
項

①
全
国
商
工
会
職
員
年
金
制
度
に
係

る
事
業
主
負
担
分
の
廃
止
の
取
扱

い
に
つ
い
て

②
全
国
連
「
商
工
会
等
職
員
退
職
金

等
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告

答
申
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
運
営
委

員
会
に
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
諸
規
程
等
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
同
制
度
の
改
正
要
綱

案
を
も
と
に
審
議
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

福崎町商工会会長に
後藤雅一氏が就任

後
ご

藤
とう

雅
まさ

一
かず

氏

10月22日、福崎町商工
会の臨時総代会において、
前副会長の後藤雅一氏
（61歳）が新会長に選任
されましたので、ご紹介
いたします。
�

�
�

�

�
�

昭和17年６月30日生まれ。
株式会社マルフク代表取
締役。主な公職として、
柳田国男・松岡家顕彰会
理事、福崎町都市計画審
議会委員、福崎町公害対
策審議会委員、県立福崎
高等学校同窓会長ほか。
趣味はゴルフ
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一
、
い
ま
、
観
光
立
国

昨
年
二
月
、
小
泉
首
相
が
施
政
方

針
演
説
で
、「
海
外
か
ら
の
旅
行
者

の
増
大
と
、
こ
れ
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
を
図
る
」
方
針
を
示
し
、
観

光
振
興
は
内
閣
の
主
要
政
策
課
題
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
昨
年
度
は
、

観
光
産
業
の
活
性
化
・
休
暇
の
長
期

連
続
化
が
小
泉
内
閣
の
基
本
方
針
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込

ま
れ
（
六
月
）、「
観
光
振
興
に
関
す

る
副
大
臣
報
告
」
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
（
七
月
）、
国
土
交
通
省
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
観
光
戦
略
」
を
策
定
し

（
一
二
月
）、
年
が
明
け
て
二
○
○

三
年
一
月
の
施
政
方
針
演
説
で
「
二

○
一
○
年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

を
倍
増
さ
せ
る
」
目
標
を
立
て
、
総

理
大
臣
主
宰
の「
観
光
立
国
懇
談
会
」

を
開
催
し
（
一
〜
四
月
）、
そ
の
報

告
を
受
け
て
「
観
光
立
国
関
係
閣
僚

会
議
」
を
開
催
し
て
（
五
月
）、「
観

光
立
国
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た

（
七
月
）。

こ
う
し
た
一
連
の
観
光
振
興
の
機

運
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
国
土
交
通

省
は
、
二
○
○
三
年
度
か
ら
官
民
挙

げ
て
戦
略
的
訪
日
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
本
格
的
に
展
開
す
る

こ
と
に
し
た
。
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は�

�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
	
�

で

あ
る
。

私
は
、
歴
代
首
相
の
施
政
方
針
演

説
で
観
光
振
興
が
謳
わ
れ
た
こ
と
を

寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
わ
が
国
で

は
、
多
く
の
観
光
先
進
国
の
よ
う
に

観
光
大
臣
が
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

観
光
を
担
当
す
る
の
が
国
土
交
通
省

総
合
政
策
局
観
光
部
と
い
う
一
部
門

に
過
ぎ
ず
、
国
の
観
光
宣
伝
機
関

（
国
際
観
光
振
興
会
）
の
予
算
も
年

間
わ
ず
か
三
四
億
円
で
、
他
国
に
比

べ
一
桁
少
な
い
予
算
で
あ
る
。
そ
ん

な
観
光
後
進
国
で
あ
る
わ
が
国
が
、

長
期
停
滞
に
あ
え
ぐ
な
か
、�

た
か

が�

観
光
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
急
い

で
力
を
入
れ
よ
う
と
す
る
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の
人
の

感
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、�

さ
れ
ど�

観
光

「
観
光
」
と
い
う
言
葉
は
、
ち
ょ

う
ど
子
供
の
頃
、
明
日
が
遠
足
と
い

う
夜
の
高
揚
し
た
気
分
に
象
徴
さ
れ

る
、「
楽
し
い
」「
明
る
い
」「
明
日
・

未
来
」
と
い
っ
た
「
気
分
」
を
内
包

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
観
光
」
と

い
う
言
葉
が
持
つ
そ
う
し
た「
気
分
」

で
も
っ
て
、
閉
塞
感
が
漂
う
今
日
の

「
国
の
気
分
」
を
変
え
よ
う
と
し
た

わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
唐
突
感
を
免
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
観
光
は
、
い
ま
も

�

た
か
が�

観
光
と
揶
揄
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
存
在
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
国
土
交
通
省
が
推

計
し
た
旅
行
消
費
額（
二
○
○
一
年
）

は
、
国
内
旅
行
一
七
・
三
兆
円
、
海

外
旅
行
六
・
二
兆
円
（
そ
の
う
ち
国

内
消
費
一
・
九
兆
円
）、
訪
日
外
客

の
わ
が
国
で
の
消
費
一
・
五
兆
円
、

合
計
二
五
兆
円
に
の
ぼ
り
、
海
外
旅

行
の
海
外
消
費
分
四
・
三
兆
円
を
差

し
引
い
た
国
内
総
消
費
額
は
二
○
・

六
兆
円
と
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ

は
も
う
立
派
な
「
産
業
」
で
あ
る

（
た
だ
し
、
日
本
標
準
産
業
分
類
に

は
「
観
光
産
業
」
は
な
い
）。

国
内
総
消
費
額
二
○
・
六
兆
円
を

直
接
生
産
効
果
（
売
上
高
）
と
捉
え
、

そ
の
付
加
価
値
効
果
（
観
光
産
業
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
推
計
す
る
と
一
○
・
四

兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
・
一
％
に
な
る

の
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
一
般
機
械
産

業
（
二
・
○
％
）、
輸
送
用
機
械
産

業
（
二
・
○
％
）
な
ど
の
基
幹
産
業

に
匹
敵
す
る
。
ま
た
、
直
接
生
産
効

果
の
雇
用
創
出
効
果
は
一
八
一
万
人
、

就
業
者
比
二
・
七
％
で
、
就
業
者
比

で
は
電
気
機
械
産
業
（
三
・
○
％
）、

金
融
・
保
険
業
（
三
・
○
％
）
に
近

づ
く
。
さ
ら
に
、
国
内
総
消
費
額
が

も
た
ら
す
生
産
波
及
効
果
は
四
八
・

八
兆
円
、
雇
用
創
出
効
果
は
三
九
三

万
人
で
、
観
光
産
業
の
日
本
経
済
へ

の
貢
献
度
は
、
国
内
生
産
額
で
五
・

四
％
、
雇
用
効
果
で
五
・
九
％
あ
る
。

世
界
的
に
見
れ
ば
、
観
光
産
業
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
、
雇
用
創
出
効
果
と
も
一

○
％
を
目
標
と
し
て
も
お
か
し
く
な

い
の
で
、
わ
が
国
も
観
光
産
業
の
成

長
性
と
そ
の
効
果
に
期
待
し
て
よ
く
、

今
回
の
機
運
の
高
ま
り
は
遅
き
に
失

し
た
感
さ
え
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
が

国
で
は
、�

た
か
が�

観
光
で
は
な

く
、�

さ
れ
ど�

観
光
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、「
感
動
」
が
誘
発
す
る

海
外
旅
行
者

�

さ
れ
ど�

観
光
で
は
あ
る
が
、

そ
の
内
容
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

消
費
者
は
、
国
内
旅
行
で
消
費
し

よ
う
が
、
海
外
旅
行
で
消
費
し
よ
う

が
、
消
費
額
が
同
じ
な
ら
懐
の
痛
み

具
合
は
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
消
費

者
の
旅
行
満
足
度
は
、
感
動
／
消
費

額
で
表
わ
さ
れ
る
か
ら
、
消
費
額
が

同
じ
も
し
く
は
海
外
旅
行
の
ほ
う
が

少
々
高
く
て
も
、
海
外
旅
行
の
感
動
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が
大
き
い
と
、
消
費
者
の
満
足
度
は

海
外
旅
行
の
ほ
う
が
高
く
な
る
。

先
の
国
土
交
通
省
の
旅
行
消
費
の

推
計
で
は
、
国
内
宿
泊
旅
行
の
一
回

当
た
り
客
単
価
は
四
三
、
六
七
五
円
、

海
外
旅
行
の
一
回
当
た
り
客
単
価
は

三
八
○
、
一
○
○
円
で
、
海
外
は
国

内
の
八
・
七
倍
だ
が
、
一
回
の
平
均

旅
行
日
数
は
国
内
二
・
六
日
、
海
外

八
・
四
日
な
の
で
、
一
日
当
た
り
の

費
用
格
差
は
、
海
外
は
国
内
の
二
・

七
倍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
外

旅
行
の
一
日
当
た
り
の
感
動
が
、
国

内
旅
行
の
二
・
七
倍
以
上
な
ら
、
消

費
者
の
海
外
旅
行
満
足
度
は
、
国
内

旅
行
よ
り
高
く
な
り
、
満
足
客
の
口

コ
ミ
に
よ
る
新
規
海
外
旅
行
者
の
増

加
と
、
海
外
旅
行
経
験
者
の
リ
ピ
ー

ト
率
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
わ
が
国
の
海
外
旅
行
者

数
は
、
一
九
七
○
年
以
降
、
な
か
で

も
一
九
八
五
年
以
降
円
高
が
急
激
に

進
行
す
る
（
す
な
わ
ち
、
海
外
VS
国

内
旅
行
の
費
用
格
差
が
縮
ま
る
）
と

と
も
に
、
飛
躍
的
に
伸
長
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
○
○
○
年
に
は
海

外
旅
行
者
数
が
過
去
最
高
の
一
、
七

八
○
万
人
に
達
し
、
二
○
○
二
年
は

一
、
六
五
○
万
人
を
数
え
た
。

四
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
観
光

成
熟
社
会
で
モ
ノ
消
費
に
飽
き
た

消
費
者
は
、
旅
行
、
特
に
海
外
旅
行

の
経
験
か
ら
大
き
な
感
動
を
得
る
と
、

感
動
の
再
生
産
、
さ
ら
に
は
拡
大
再

生
産
に
励
み
、
海
外
旅
行
に
せ
っ
せ

と
出
か
け
る
。
し
か
し
、
国
の
レ
ベ

ル
で
は
、
笛
（
あ
ま
り
大
き
な
音
の

笛
で
は
な
か
っ
た
が
）
を
吹
け
ど
も
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
数
は
い
っ
か

な
増
え
ず
、
国
際
旅
行
収
支
は
大
幅

な
赤
字
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

二
○
○
二
年
の
国
際
旅
行
収
支
は
、

支
払
い
が
四
兆
三
、
二
七
○
億
円
に

対
し
、
受
け
取
り
は
七
、
六
一
九
億

円
で
、
差
し
引
き
三
兆
五
、
六
五
一

億
円
の
大
赤
字
で
あ
る
。
こ
の
年
の

貿
易
収
支
の
黒
字
一
一
兆
七
、
二
八

○
億
円
と
比
べ
れ
ば
、
国
際
旅
行
収

支
の
赤
字
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
海
外
旅
行
者
一
、
六
五
○
万

人
に
対
し
、
訪
日
外
客
は
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
五
二
四

万
人
と
、
そ
の
差
は
一
、
○
○
○
万

人
を
超
え
る
。
だ
か
ら
赤
字
幅
の
縮

小
に
努
め
よ
う
（
国
際
旅
行
収
支
の

赤
字
第
一
位
は
ド
イ
ツ
、
日
本
は
二

位
）、
そ
の
た
め
に
は
訪
日
外
客
を

も
っ
と
増
や
そ
う
と
す
る
の
は
も
っ

と
も
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
登
場
し
た
。

訪
日
外
客
の
ト
ッ
プ
フ
ァ
イ
ブ

（
二
○
○
二
年
）
は
、
韓
国
（
一
二

七
万
人
）、
台
湾
（
八
八
万
人
）、
ア

メ
リ
カ
（
七
三
万
人
）、
中
国
（
四

五
万
人
）、
香
港
（
一
四
万
人
）
で
、

ア
ジ
ア
が
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
。

日
本
で
の
平
均
滞
在
日
数
は
八
・
五

日
、
訪
問
先
は
東
京
五
七
％
、
大
阪

二
五
％
、
京
都
一
六
％
、
兵
庫
は
八

位
で
五
・
五
％
、
関
空
利
用
客
は
二

○
％
で
あ
る
。
訪
日
外
客
の
約
六
割

が
観
光
客
で
、

業
務
客
等
は
約

四
割
、
彼
ら
の

一
日
当
た
り
の

消
費
額
は
、
近

年
減
少
し
て
い

て
、
一
七
、
八

五
○
円
（
一
九

九
九
年
度
）
で
、

日
本
人
の
海
外

旅
行
中
の
消
費

額
約
三
一
、
六

○
○
円
（
二
○

○
一
年
）
の
五

割
強
に
過
ぎ
な

い
。国

際
旅
行
収

支
の
改
善
を
訪

日
外
客
に
託
す

前
に
、
日
本
人

海
外
旅
行
者
の

国
内
旅
行
へ
の
転
換
も
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
国
内
旅
行
の
国
民

一
人
当
た
り
観
光
宿
泊
数
は
漸
減
傾

向
に
あ
る
（
一
九
九
八
年
二
・
三
○

泊→

二
○
○
二
年
一
・
八
五
泊
）。

そ
こ
で
、
国
民
の
観
光
需
要
を
喚
起

す
る
た
め
、「
リ
ア
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
二
○
○
一
年
か

ら
展
開
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
祝

日
三
連
休
（
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
）

倍
増
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
れ
が

海
外
旅
行
者
の
増
加
を
促
進
す
る
よ

う
だ
と
困
り
も
の
だ
。

わ
が
国
の
観
光
は
、「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

「
リ
ア
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
。

古
い
革
袋
に
新
し
い
酒
を
入
れ
る
の

は
や
め
て
、
新
し
い
酒
は
新
し
い
革

袋
に
入
れ
よ
う
、
と
い
う
わ
け
で
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
時
代
」
と
題
し

た
。

出所：『数字が語る旅行業2003』日本旅行業協会 〔原資料：法務省「出入国管理統計」国際観光振興会（����）〕
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一一一一

商
工
会
だ
よ
り
一一一一

▲町内の小学生５・６年が参加、手作り品などを販売する

▲子供達は元気な声で呼び込み

▲地域通貨についての理解を深める

▲行政との連携等について聞く
（さぬき市商工会）

子
供
達
が
、
商
売
の
仕
方
を
学
ぶ

「
あ
き
ん
ど
キ
ッ
ズ
」
が
、
十
一
月

二
日
、
社
町
の
や
し
ろ
メ
モ
リ
ア
ル

ガ
ー
デ
ン
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
は
、
社
町
商
工
会
（
上
月
昭

二
会
長
）、
同
青
年
部
（
前
田
安
房

部
長
）、女
性
部（
山
口
廣
子
部
長
）が

企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
。

町
内
の
小
学
校
五
・
六
年
生
が
事

業
計
画
を
立
て
、
商
品
の
仕
入
れ
、

販
売
、
決
算
書
の
作
成
な
ど
実
際
に

ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
し
、
子
供
達
の
創

意
工
夫
や
行
動
力
を
養
い
、
新
し
い

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
う

こ
と
な
ど
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

当
日
は
、
九
店
舗
が
開
店
し
、
手

作
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
マ
フ
ラ
ー
、

絵
葉
書
な
ど
を
販
売
、
子
供
達
は
来

場
者
に
元
気
な
声
で
呼
び
込
み
を
し

た
。
商
品
は
完
売
と
な
り
、
こ
の
日

の
売
上
は
二
十
一
万
四
千
七
十
一
円
。

利
益
に
応
じ
て
配
分
金
を
手
に
し
た

子
供
達
は
、達
成
感
に
満
足
気
だ
っ
た
。

同
商
工
会
で
は
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス

体
験
を
通
し
て
自
立
心
を
育
み
、
将

来
の
起
業
意
欲
の
高
揚
を
図
れ
れ
ば

と
し
て
い
る
。

地地
域域
通通
貨貨
先先
進進
地地

『『
おお
うう
みみ
』』
をを
訪訪
問問

〈
川
西
市
〉

川
西
市
商
工
会
地
域
通
貨
導
入
調

査
研
究
委
員
会（
大
塩
民
生
委
員
長
）

は
十
月
十
四
日
、
雨
の
近
江
路
を
十

二
名
が
参
加
し
草
津
市
の
「
お
う
み

委
員
会
」
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
、
県
連
合
会
委
託
事
業

「
地
域
通
貨
導
入
に
よ
る
地
域
経
済

活
性
化
調
査
研
究
事
業
」
の
一
環
。

「
お
う
み
委
員
会
」
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
潤
滑
油
の
役

割
を
果
た
す
地
域
通
貨
「
お
う
み
」

と
地
域
内
で
の
経
済
、
資
源
循
環
を

促
進
す
る「
お
う
み
あ
り
が
と
う
券
」

の
二
種
類
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た

最
近
で
は
、
琵
琶
湖
の
在
来
魚
を
守

る
た
め
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
を
釣
上

げ
た
ら
、
協
力
店
舗
で
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
と
交
換
で
き
る
「
ノ
ー
リ
リ
ー

ス
あ
り
が
と
う
券
」
を
発
行
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

参
加
者
か
ら
も
商
工
業
活
性
化
と

地
域
通
貨
の
関
連
等
活
発
な
質
疑
が

あ
り
、
地
域
通
貨
に
か
け
る
情
熱
、

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
地
域
通
貨

の
理
解
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
な
ど

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
視
察
研
修
会
で
あ
っ
た
。

視
察
研
修

広広
域域
連連
携携
なな
どど
調調
査査

〈
朝
来
郡
広
域
連
携

合
併
研
究
会
〉

朝
来
郡
商
工
会
広
域
連
携
・
合
併

研
究
会
（
朝
来
郡
商
工
会
会
長
会
・

伊
藤
孝
会
長
）
は
、
十
月
二
十
三
・
四

日
、
県
商
工
連
と
香
川
県
さ
ぬ
き
市

商
工
会
へ
、広
域
連
携
及
び
合
併
問
題

を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

ま
ず
一
行
は
、
県
商
工
会
連
合
会

を
訪
問
し
、
連
合
会
の
重
点
施
策
、

広
域
連
携
（
合
併
）
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
、
説
明
を
聴
き
、
活
発
な
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

翌
日
二
十
四
日
に
は
、
今
年
四
月

に
五
商
工
会
で
合
併
し
た
ば
か
り
の

香
川
県
さ
ぬ
き
市
商
工
会
を
訪
問
。

同
商
工
会
の
三
谷
正
美
事
務
局
長
か

ら
合
併
に
至
る
ま
で
の
経
過
並
び
に
、

新
体
制
に
よ
る
実
施
方
針
と
運
営
状

況
、
ま
た
、
行
政
と
の
連
携
等
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

同
研
究
会
で
は
、
今
回
の
成
果
を

広
域
連
携
及
び
合
併
問
題
へ
の
取
り

組
み
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。
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第
14
回
中
町
産
業
展

よよ
ささ
ここ
いい
踊踊
りり
のの
競競
演演
もも

〈
中
町
〉

▲熱気溢れるよさこい

▲約8,000個の景品付き餅まき

▲どろんこドッジボール大会

▲悪魔やお姫様も登場した仮装
コンテスト

十
月
十
三
日
、
中
町
の
ベ
ル

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、
中
町
産
業
展
が

開
催
さ
れ
た
。
中
町
商
工
会
（
大
西

健
一
会
長
）
が
中
心
と
な
り
、
町
、

Ｊ
Ａ
み
の
り
等
と
協
力
し
て
実
施
し

た
も
の
で
今
年
が
十
四
回
目
。

朝
か
ら
生
憎
の
雨
模
様
で
、
予
定

し
て
い
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
天
候

も
徐
々
に
回
復
し
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
。

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ

シ
ョ
ー
」、「
播
州
織
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

展
」「
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
」
等

盛
り
沢
山
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
な

か
で
も
、
同
女
性
部
（
北
垣
厚
子
部

長
）
が
担
当
の
「
よ
さ
こ
い
踊
り
の

競
演
と
創
作
衣
装
の
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
今
回
が
初
め
て
の
試
み
。
地
元

や
近
隣
市
町
の
十
六
グ
ル
ー
プ
が
地

場
産
業
の
「
播
州
織
」
で
創
作
し
た

衣
装
で
、
よ
さ
こ
い
踊
り
の
競
演
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
「
関
西
京
都
今
村
組
」
六
十
名
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
舞
披
露
も
あ
っ

た
。同

青
年
部
（
市
来
修
部
長
）
は
、

「
ど
ろ
ん
こ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
北
播
磨

大
会
」
を
企
画
担
当
。
ど
ろ
ん
こ
の

田
圃
の
な
か
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す

る
と
い
う
ゲ
ー
ム
、
多
く
の
観
客
か

ら
声
援
が
飛
び
交
う
な
か
、
参
加

チ
ー
ム
は
豪
華
賞
品
の
獲
得
を
賭
け

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

ふふ
れれ
ああ
いい
・・
笑笑
顔顔
・・
交交
流流
・・
〜〜
元元
気気
但但
東東

但但
東東
いい
ろろ
どど
りり
フフ
ェェ
スス
タタ
をを
開開
催催

〈
但
東
町
〉

「
ふ
れ
あ
い
・
笑
顔
・
交
流
〜
元

気
但
東
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
二
○

○
三
但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
」
が

十
月
十
九
日
、
但
東
町
役
場
周
辺
で

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
同
町
商
工
会

（
福
田
俊
文
会
長
）
と
、
同
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
景
気
沈
滞

ム
ー
ド
を
払
拭
し
、
元
気
ア
ッ
プ
と

産
業
の
振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
、
ま

た
、
都
市
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て

い
る
。

会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ミ

ス
但
馬
ち
り
め
ん
の
認
証
式
や
よ
さ

こ
い
お
ど
り
の
競
演
、
地
元
伝
統
芸

能
の
披
露
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
来
場
者
の
大
き
な
歓
声

が
沸
き
上
が
っ
て
い
た
。

商
工
会
青
年
部（
宮
垣
治
城
部
長
）

に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

地
元
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
、
旬
の
味
を
求
め
る
人
々
で
賑

わ
っ
た
。

ま
た
、
約
八
千
個
の
景
品
付
き
餅

ま
き
を
実
施
し
た
ほ
か
、
食
べ
歩
き
、

テ
ン
ト
村
、
自
動
車
・
福
祉
車
両
の

展
示
会
、
子
供
に
人
気
の
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
レ
ー
ス
や
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
も
実
施
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

賑賑
わわ
っっ
たた

芦芦
屋屋
ハハ
ロロ
ウウ
ィィ
ンン

〈芦屋市〉

芦
屋
の
新
し
い
祭
と
な
っ
た
「
第

二
回
芦
屋
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
が
、
十
月

二
十
五
日
、
芦
屋
市
の
中
央
地
区
で

開
か
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で

賑
わ
っ
た
。
企
画
実
施
し
た
の
は
、

芦
屋
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
実
行
委
員
会
（
芦

屋
市
商
工
会
青
年
部
、
同
市
商
店
連

合
会
）。

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る
今
回

は
、
演
出
・
内
容
に
幅
を
持
た
せ
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
。

春
に
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校

に
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
を
配
り
、
育
て
た

か
ぼ
ち
ゃ
の
大
き
さ
を
競
っ
た
り
、

巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
を
当
て
た
り

と
多
彩
な
催
し
。
特
に
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
祭
に
ふ
さ
わ
し
く
、
悪
魔
や
お
姫

様
に
扮
し
た
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

約
四
十
人
の
子
供
達
が
参
加
、
観
客

か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
同
市
大
東
町
の

芦
屋
浜
セ
ン
タ
ー
で
も「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
祭
を
開
催
。
か
ぼ
ち
ゃ
へ
の

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
や
占
い
コ
ー

ナ
ー
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
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▲マグロの解体ショーも実施、日頃あまり見られない光景
に黒山の人々

▲「マッスルトライアル」でけん
垂に挑戦

▲氷ノ川太鼓で景気付け

▲ダンボールの組み立てキットで
遊ぶ子供たち▲バザールでは秋の味覚を中心に

氷
上
町
商
工
会（
田
中
洋
行
会
長
）

は
、
平
成
十
五
年
度
兵
庫
県
の
や
る

気
商
店
街
事
業（
元
気
ア
ッ
プ
事
業
）

の
認
定
を
受
け
「
ひ
か
み
元
気
ア
ッ

プ
バ
ザ
ー
ル
」
を
九
月
二
十
八
日

（
日
）
と
十
月
五
日
（
日
）
の
二
回

開
催
し
た
。

今
回
の
元
気
ア
ッ
プ
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
同
町
の
成
松
、

石
生
商
店
街
か
ら
離
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
近
く

の
氷
上
さ
く
ら
公
園
と
氷
上
町
地
方

卸
売
市
場
を
会
場
と
し
た
。

商
業
者
を
中
心
と
し
た
二
十
余
り

の
出
店
者
で
構
成
す
る
仮
想
商
店
街

を
各
会
場
に
形
成
し
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
集
客
を
図
り
消
費
を

促
す
形
で
行
っ
た
。

九
月
二
十
八
日
に
は
、
商
工
青
年

部
（
谷
川
勝
彦
部
長
）
が
集
客
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
体
力
・
筋
力
を
競
う

「
氷
上
町
筋
肉
番
付
」
を
開
催
。
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
、
た
る
投
げ
ゲ
ー
ム
、
大

声
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
種
目
に
町
内
外

か
ら
の
多
数
の
挑
戦
者
を
集
め
た
。

な
か
で
も
人
気
を
呼
ん
だ
の
が
、
一

分
半
の
制
限
時
間
内
で
、
腕
立
て
伏

せ
、
腹
筋
、
け
ん
垂
の
回
数
を
競
う

「
マ
ッ
ス
ル
ト
ラ
イ
ア
ル
」。
体
力

に
自
信
が
あ
る
子
供
た
ち
が
軽
快
に

種
目
を
こ
な
す
姿
が
続
き
、
見
物
人

の
大
人
た
ち
を
う
な
ら
せ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
氷
上
町
ス
タ
ン

プ
会
二
十
五
周
年
記
念
感
謝
祭
も
開

催
。
温
泉
旅
行
や
プ
ロ
野
球
日
本
シ

リ
ー
ズ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
大

抽
選
会
に
は
、
会
場
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
人
々
が
集
ま
り
抽
選
結
果

に
一
喜
一
憂
し
た

十
月
五
日
に
は
、
卸
売
市
場
と
協

力
し
、
秋
の
味
覚
を
中
心
と
し
た
バ

ザ
ー
ル
を
開
催
。
今
回
の
集
客
の
目

玉
と
し
て
マ
グ
ロ
の
解
体
を
実
演
し

た
。
日
頃
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い

大
き
な
マ
グ
ロ
が
、
見
る
見
る
う
ち

に
切
り
捌
か
れ
る
光
景
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
は
町

内
寿
し
職
人
が
に
ぎ
り
寿
し
に
し
て
、

来
場
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、

コ
ー
ナ
ー
に
は
開
始
前
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
、
開
始
数
分
で
用
意
し
た

約
一
千
人
分
の
に
ぎ
り
寿
し
が
無
く

な
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
来
場
者
に
市
場
の
雰
囲

気
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
「
模
擬
せ

り
売
り
」
も
実
施
。
ま
つ
た
け
、
く

り
、
枝
豆
と
い
っ
た
丹
波
の
秋
の
味

覚
が
せ
り
に
か
け
ら
れ
、
市
価
の
半

額
以
下
で
せ
り
落
と
さ
れ
た
。


	表紙
	1月のこよみ
	兵庫料理シリーズ
	p2,3
	商工会理事研修会-迫られる機構改革
	組織の機能強化など協議－政策研究会
	各種支援策を検討－商工会合併等問題協議会
	女性創業塾－各自のビジネスプラン作成
	電子入札などに対応－商工会情報化支援セミナー
	答申案など協議－職員退職金問題小委
	福崎町商工会会長に後藤雅一氏が就任

	p4 特集－ツーリズムの新時代
	p6-8 商工会だより
	オープン「あきんどキッズ」の店－児童らがビジネス体験－
	地域通貨先進地「おうみ」を訪問－川西市
	視察研修　広域連携など調査－朝来郡広域連携合併研究会
	第14回中町産業展　よさこい踊りの競演も－中町
	ふれあい・笑顔・交流～元気但東　但東いろどりフェスタを開催－但東町
	賑わった芦屋ハロウィン－芦屋市
	ひかみ元気アップバザール　仮想商店街が出現－氷上町


